
「大正区将来ビジョン（子育て・教育分野）」にかかる意見と現在の取組 【書類番号３】

項目１ 安心して子育てでき、こども達の安全が守られている状態とするために貴団体と区役所が連携して実施したいと思う取組

メンバー名

団体名
ご意見 現在の関係機関による取組（参考）

青少年指導員

子どもの通学路に危険がないかチェックする。

子どもの遊び場である公園やグラウンドは整備されているか、危険はないかを確認。

引き続き、毎月の夜回りを行っていく。

〔区役所ほか〕

・通学路安全プログラムの取組（学校、建設局、港湾局、国道事務所、警察と連携）

山本メンバー

子育てや教育の支援は、家庭だけではなく社会全体で担うものと考えています。

保護者が孤立せず、子どもの学びや成長を共に考えられる環境づくりを目指しています。

たとえば、子どもたちの活動に保護者が自然に関われるような“共学び”の場を設けること

で、家庭の中でも安心して子育てできる雰囲気を広げていければと考えています。

（現段階では構想段階です。）

〔大阪府警〕

・安まちメール（不審者･不審な電話の情報等をメール配信。地区(警察署)選択･配信希望カ

テゴリ選択可能）

〔区役所〕

・青色防犯パトロールカー、自転車による区内巡回

・小学校新１年生への防犯出前講座

・小学校下校時間に合わせた児童の見守り

・保育園・幼稚園への防犯出前講座、園外活動時の見守り

・こども110番の家マップの作成及び学校へ提供

城森メンバー

学校外の時間に於ける被害が出た実例を挙げて、子ども・保護者に情報提供する。

実際に起きた事例をもとに対処を伝える等、親の目が行き届かない（公園で遊んでる時等）

時に子どもが回避行動できるよう啓発するような活動。



「大正区将来ビジョン（子育て・教育分野）」にかかる意見と現在の取組

項目２ こどもたちが将来に夢や目標を持ち、チャレンジできる状態とするために貴団体と区役所が連携して実施したいと思う取組

メンバー名

団体名
ご意見 現在の関係機関による取組（参考）

城森メンバー

そもそも急かして持たせるものではないと考えている。

社会見学の行先として区役所を設定するとか？（親も参加して良い社会科見学）

誇りをもって仕事してる姿を子どもに見せてほしい。

〔区内企業等・区役所〕

・職場体験・職場見学受入れ

・オープンファクトリー

青少年指導員
子どもが「好き」「やりたい」という興味関心から視野を広げ具体的な経験をさせる。（自

然体験、文化体験、社会体験等）
　

山本メンバー

子どもたちが、学校や家庭という限られた枠の外にある“社会”に触れ、 多様な人や価値観に

出会う機会を増やしたいと考えています。

それは、学習塾や学校だけでなく、スポーツ、文化活動、地域イベントなど、どんな場でも

構いません。

大切なのは、「自分の世界の外にも学びがある」と気づくこと。

そうした経験が、子どもたちに「夢や目標を持つきっかけ」を生み、 「自分の力で社会に関

わることができる」という実感につながると考えます。

このような“外の世界に一歩踏み出す機会”を行政・民間・地域が協力して増やしていきたい

です。

〔学校〕

・「夢･授業」などスポーツ選手・著名人による授業・講演

・第３教育ブロック「探求・読解プロジェクト」（企業・団体等による出前授業・講話・体

験活動等）



「大正区将来ビジョン（子育て・教育分野）」にかかる意見と現在の取組

項目３ その他、こども・子育てに関する取組として、頑張っているこどもを応援するために貴団体と区役所が連携して実施したいと思う取組

メンバー名

団体名
ご意見 現在の関係機関による取組（参考）

城森メンバー
PTAとして一部の子どもに対して特別に何か支援というのは組織の構成上難しいです。

応援する気持ちはあっても保護者間の妬み嫉みの原因となってしまうため。

〔区役所〕

・夢･目標に向けて頑張っている子どもを応援する趣旨で円盤投で大阪で優勝した中学生を紹

介（広報紙10月号）

青少年指導員
ワークショップ

サイエンスや創作系（工作、お絵かき、スライム作り）、料理、お菓子作り

〔区内企業等・区役所〕

・大正ものづくりフェスタ

山本メンバー

子どもたちが外の世界に踏み出す勇気を持てるように、私たち大人が“受け止める社会”をつ

くることが大切だと考えています。そのためには、子どもたちがどこで何に挑戦しているか

を見つけ、応援の声を届ける環境が必要です。

それは塾に通う子も、スポーツに打ち込む子も、 自分のペースで頑張る子も、すべて同じよ

うに尊重される社会です。また、そうした子どもたちの姿に触れることで、 保護者や地域の

大人たち自身も“社会とつながる役割”を経験できます。

この「子どもたちが外に出る→大人が応援する→地域が変わる」という循環の形成を、 区と

共に具体的に取り組んでいければと考えています。



「大正区将来ビジョン（子育て・教育分野）」にかかる意見と現在の取組

その他

メンバー名

団体名
ご意見 現在の関係機関による取組（参考）

木村メンバー

「ふれあい」横の緑地を貸農園に。

雑草ですぐに覆われる場所なので、区民に畑として貸し出してはいかがでしょうか？

緑化リーダーさんたちも頑張られたところが荒れ果てているのを見るのは悲しいです。

木村メンバー
緑地前の歩道植木の数を減らし、自転車の行き来に邪魔にならないよう整備してほしい。（全部

を取り除くのは無理でしょうが）

自分の子育ての時にはあったかどうかわかりませんが、孫で大変お世話になった「子育てプラ

ザ」について、ベビーマッサージ・にがお絵・誕生日の写真、楽しく参加させていただきまし

た。とても感謝しています。

職員の方の対応もとても良かったです。気がついた事は建物が古く、階段で上り下り、１階に受

付窓口がないため２階にあがっての対応となっていました。隣の老人施設と行き来がとれず、世

代間交流ができずもったいないと考えます。できれば老若男女が楽しく集える場が作られること

をお願いしたい。（地域住民の居場所づくり）

・「子ども･子育てプラザ」は、0歳から中学生世代までのこどもと保護者、地域の大人が

気軽に集える拠点。老人福祉センターと共催で地域の高齢者やこどもたちが一緒に遊んだ

り、ものづくり体験などを行うイベントを不定期で開催。

木村メンバー


